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　第５９回熊日童話会「秋の童話まつり」が、１１月１９日に多良木
町多目的研修センターで行われました。同会は昭和２８年の熊本大水
害の年の、８月に発足されました。子ど
もたちに童話の面白さ、素晴らしさを伝
え、聞く力、集中力、想像力などを培い、
夢と感動を育めるように、お話し好きで
心豊かな子どもたちが増えることを念じ
ながら、活動を続けておられます。今年
のテーマ「年齢に応じた昔（民話を含む）」
を話そうの基に、地域の民話にも関心を
向けながら、活動をされておられます。
今年も町内の小学生４名が発表しました
が、優しい声で感情を込めて話していま
した。多良木小学校での童話発表会で発
表した江上凛さんと妹の杏さんは、「みん
な上手で、聞いていて楽しかったです」
と参加して嬉しそうでした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（発表する尾方克章くん）
　（児童童話発表者）　　
　ボロ　　黒肥地小学校　３年　瀬戸山心香さん
　耳うらない　多良木小学校　４年　那須和歌さん
　水曜日の本屋さん　黒肥地小学校柳野分校　４年　尾方克章くん
　少年の木（希望の物語）　久米小学校　　５年　伊藤夏希さん

おはなし好きな人いらっしゃい
　11 月 19 日 に、
専立寺保育園 ( 季
平 聖也 園長 ) にて

「祖父母交流会」が
行われ、祖父母約
80 名が参加。当日
は残念ながら雨と
いう天候でしたが
くまモン体操やク
ラス発表・触れ合
いなどがあり、終
始盛り上がりまし
た。中には曾じい
ちゃん達も参加さ

れていて、ペアになる園児が足りないというおもしろいハプニングも
ありました。ばら組の後藤 大夢くんは「いつも遊んだり、おやつを一
緒に食べてくれるおじいちゃん・おばあちゃんが大好き。いつまでも
元気でいてね」と涙ぐましいコメント。
　季平主任は「日頃から送り迎えや家庭で
お世話になっている祖父母の方々への感謝
の気持ちを込め、この交流会を開催してい
る。これからも続けていきたい」と話され
ました。最後に、おにぎり給食があり、曾
じいちゃんからひ孫へご飯を食べさせてい
る仲睦まじい光景も観られ、楽しい交流会
になりました。

おじいちゃん、おばあちゃんだ～い好きだよ ！ ！

　
高等部　現場実習！　県立球磨養護学校　

　１１月７日（月）から１１月１８日（金）の２週間、高等部の１
年生から３年生まで、
３４人全員が実習を行
いました。人吉球磨地
域を中心に「ナビック」

（写真）や特別養護老
人ホーム「あずみ野」
など、全部で２６箇所
の事業所や施設にお世
話になりました。
　生徒たちは、事前に
実習と同じ時間帯で通
勤経路と通勤方法を確
認したり、実習先の内
容を確認したりして行
いました。３年生は卒
業後の進路先を決める
ための最後の実習でし

た。１，２年生は、今回の実習を終えて次回の実習先等について検討
するなど納得のいく進路選択につながるようにします。
　２週間、現場で働いてきた生徒たちは、学校生活では味わえない現
場の厳しさや、やり遂げる喜びを味わうなど、一回り成長して学校に
戻って来ました。卒業後も地域の中で一人一人が持っている力を発揮
してほしいと思います。
地域の皆さん、御協力どうもありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　（原稿・写真提供：県立球磨養護学校）

＜卒業後の進路選択に向けて＞

専立寺保育園 【熊日童話会】

（むつみ保育園児のオープニング）



「もぞか」平成２３年１１月（毎月発行）２３３号

◇年末年始における警戒活動の強化
　年末年始は、金融機関・コンビニ・深夜営業店舗などを狙った強盗
　事件が懸念されるほか、子どもや女性を対象としたわいせつ・声か
　け事案や乗物盗、高齢者を狙うひったくりなどの
街頭犯罪の発生が　予想されます。このため、警察
では、年末年始における警戒活動を　強化するとと
もに、関係機関や防犯ボランティアなどの皆さん
たち　と協力して各種犯罪の未然防止に努めます。
◇年末年始の警戒活動期間
　平成 23 年 12 月 1 日 ( 木 ) から
　平成 24 年 1 月 3 日 ( 火 ) までの 34 日間
◇特別警戒活動期間
　平成 23 年 12 月 20 日 ( 火 ) から
　平成２４年 12 月 31 日 ( 土 ) までの 12 日間
◇活動の重点
　(1) 金融機関・コンビニ・深夜営業店舗等対象
        強盗事件の防止
　(2) 子ども、女性及び高齢者の犯罪被害防止
　(3) ひったくり、乗り物盗及び万引きの防止
　　　　　　　　　（原稿提供：多良木警察署）

多 良 木 警 察 署 だ よ り
年末・年始における犯罪を防止しよう

　１１月１２日
（土）、久米小学
校で毎年恒例の

「 か が や き サ タ
デー」が行われ
ました。各学年、
劇や群読、学習
発表など、この
日のために練習
してきた成果を
存分に発表して
いました。
　 ５ 年 生 で は、
１１月２４日か

ら始まる人権週間に先駆け、世界の子ども兵士・労働、水俣病・東日
本大震災における風評被害について、図や写真、イラストを用いて発
表しました。世界や日本で起こっている人権問題を踏まえて、それで
はまず自分達は何ができる？と検討。そこで友達を思いやって一致団
結するため、全員による和太鼓の演奏で発表を行いました。
　筑紫康晴君（１１歳）は「改めて差別はいけないと思いました。和
太鼓は間違ってもみんながいたし、これからもやりたいです」と仲間
づくりを通じて、達成感を味わっていました。
　担任の小柿綾子先生は「和太鼓を通して、まずは身近な友達を思い
やることができたと思います。自信をつけて、次に繋げるようにチャ
レンジしていって欲しいです」と、教え子達に期待を寄せています。

　あさぎり町岡原北の藤下ミサ子さ
ん ( 藤下理容店 ) のお宅にある観葉
植物のトラノオ ( サンスベリア ) が、
20 年目にして初めて花が咲きまし
た。このトラノオは 4 年前に亡くな
られたご主人の形見で、ミサ子さん
がこれまで水のやり方などいろいろ
気をつけながら、大事に育ててこら
れました。
　藤下さんは「このトラノオは主人
が残した宝物です。これからも大切
に育てていきたいと思います」と亡
きご主人への想いを込め、話をされ
ました。

ご 主 人 の 形 見「 ト ラ ノ オ 」  
          見事に花咲かせる

さくらのおうち
２ 歳 ～ ５ 歳、
１６名

担任
渡あゆか先生
坂下ともみ先生

「体づくりを大事
にして、おもいっ
きり外で遊んで
います。
１２月１０日の
発表会に向けて、
練習を始めます
よ～」

ひったくり

コンビニ強盗

黒肥地保育園

　私たち多良木町青年団は
１１月１１日～１４日ま
で、東京都一円で行われた
全国青年大会の「合唱の部」
に出場してきました。
　１１日は全体の開会セレ
モニーが、東京体育館メイ
ンアリーナで行われ、最後
には東日本大震災の被災地
に向けて「上を向いて歩こ
う」を、会場のみんなで歌
いました。そして１３日に
合唱の部が、日本青年会館

で行われました。結果は努力賞と残念な結果となりましたが、山中先
生の指揮と、西山先生の伴奏のもと、頑張って歌えたと思うので、充
実した気持ちになりました。夜は同じ合唱に出場した、北海道、宮城県、
滋賀県や審査委員の方々と交流を行い、親睦を深めることができまし
た。この大会を通じて、他の団体と交流をし、貴重な情報交換ができ、
また新たな仲間も見つけることができたので、とても良い経験になり
ました。この経験を活かして今後の活動を一生懸命頑張っていきたい
と思います。　資金作りなどに協力・ご支援して下さった皆様、本当

にありがとうございま
した。これからもご協
力等宜しくお願いしま
す。

（文化部長　金子貴範）

第６０回記念全国青年大会出場

　いつも大変お世話になっております。今年も残すところ、僅かにな
りました。１２月といえばクリスマス。もう、お子さんやお孫さんに
贈るプレゼントは決まりましたか？  そのクリスマスプレゼントを渡
す際に、ちょっとした演出を加えてみませんか？　私達、熊日の営業
スタッフがサンタクロースに扮して、プレゼントをお届けします。
その際、記念写真を撮影し、後日お届けします。
　申込期間：１２月２０日（火）
　対象者：小学校低学年までのお子さん、またはお孫さんに限ります。
　用意して頂くもの：当日渡すプレゼント。販売店まで直接お持ちく
ださい。ペットなど 受付られないものは、お断りします。
　持込期限：１２月２２日（木）１９時まで　　定員：先着２０名まで。
　２４日のお届け時間は、２２日までに、おおよそのお届け時間を連
絡させて頂きます。
　お問い合わせは、　熊日多良木・湯前販売センター　　
　ＴＥＬ　４２−３３５５
　多良木町多良木３５６−１　
　（国道２１９号線沿い、熊谷書店さんの隣）

無料です ！

熊 日 サ ン タ が や っ て く る

久米小学校みんなが笑顔になれるように


